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平成 28年 10月 27 日 

各 位 

 

 

平成 29年３月期 第２四半期累計期間の業績予想と実績の差異に関するお知らせ 

 

当社は、平成 28 年４月 28日に公表した平成 29年３月期 第２四半期連結累計期間の連結業績予想

と本日公表の実績値に、下記のとおり差異が生じましたのでお知らせします。 

なお、通期の連結業績予想については平成 28年４月 28日に公表した数字から変更しておりません。 

 

記 

 

１．平成29年３月期 第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値との差異 

（平成 28年４月１日～平成 28 年９月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 69,000 2,200 2,050 1,300 24.60 

今回実績（B） 65,995 2,915 2,356 1,695 32.08 

増減額（C）=(B)-(A) △3,005 715 306 395  

増減率（％）（C）/(A) △ 4.4 32.5 14.9 30.4  

[ご参考]前年同期実績
（平成 28 年３月期第２四半期） 

78,566 3,657 3,753 2,861 54.14 

 

２． 業績予想と実績値に差異が生じた理由 

 売上高は成長分野製品が順調に拡大しましたが、主に熊本地震の影響によるプロジェクターの生産

数量不足の影響から当初予想比4.4％（3,005百万円）減の65,995百万円となりました。 

 営業利益はプロジェクターの機会損失や円高の影響がありましたが、成長分野製品の増収効果やコ

ンシューマー製品のプロダクトミックス改善効果に加えて、引き続き原価低減に努めた結果、予想比

32.5％（715百万円）増の2,915百万円となりました。経常利益は為替変動の影響がありましたが、予

想比14.9％（306百万円）増の2,356百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は予想比30.4％（395

百万円）増の1,695百万円となりました。 

第３四半期以降はグローバル経済のさらなる減速や為替相場の変動など先行きの不透明感が強まっ

ており、今後の受注動向が不安定であると判断せざるを得ない状況から、通期業績予想については平

成 28 年４月 28 日に公表した数字から変更しておりません。 

会 社 名 日 立 マ ク セ ル 株 式 会 社 

代 表 者 名 取 締 役 社 長 勝 田 善 春 

 （コード番号：6810 東証第一部） 

問 合 せ 先 経営統括本部 広報・ブランド戦略部 

 （TEL.03-5715-7061） 
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【参考】平成29年３月期通期業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

通  期 140,000 6,000 5,600 3,900 73.81 

 

（注）本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社グループが本資料の作成日現

在で入手可能な情報から得られた判断に基づいておりますが、リスクや不確実性を含んでおります。

実際の業績は、当社グループの事業を取り巻く経済情勢、市場動向、為替レート等に関わる様々な要

因により、記述されている業績予想とは大幅に異なる可能性があります。  

 

以 上 


